
人
権
作
文

平成 21 年度情報公開制度などの運用状況を公表 人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
総
会
を
開
催

　

５
月
16
日
（
日
）
文
化
体
育

館 

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
目
指

し
、
取
り
組
み
の
輪
が
広
が
る

よ
う
代
議
員
（
表
１
）
を
中
心

に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

表１　役員名簿
（順不同・敬称略）

役　　職 氏　　名
会　　長 井上　佐江子

副 会 長

森本　龍生
伊藤　茂子
大下　章
山内　美之

常任理事

東澤　薫
四宮　久雄
中井　重樹
中尾　篤司
山本　晴代
下方　奈々子
仲井　常雄
太田　はるよ
小川　素子
奥西　京子
西羅　彰夫
川西　栄治
佐々木　敬二
森野　典子
PTA連合会代表

会　　計 上田　和實

会計監査
桑江　朝武
上本　久代

顧　　問
奥村　眞事
小路　力子

２
０
１
０
年
度

人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー
（
前
期
）

を
開
催

　

人
と
し
て
の
本
当
の
優
し
い

生
き
方
を
見
つ
け
る
こ
と
、
人

権
教
育
と
の
確
か
な
出
会
い
と

深
ま
り
を
、
自
分
の
生
き
方
に

つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容　

表
２
の
と
お

り
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
、
午
後

７
時
～
同
８
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▼
受
講
料　

無
料

▼
そ
の
他　

当
日
参
加
も
可

　

問
い
合
わ
せ
は
、
木
津
総
合
会

館
（
☎
７
６
８
・
０
２
１
７
）
へ
。

表 2 人権教育セミナー（前期）の日程
月　日 内　　　　　　容

第1回 6月11日
【人権の町づくり】坂本　三郎さん（三
田市人権のまちづくり推進委員会）

第2回 6月25日
【ＩＴと人権】 森山　潤さん（兵庫教育大
学）　

第3回 7月 9日
【命と向き合う人権教育】 下橋　邦彦さん
（関西大学）

第4回 7月23日
【女性の人権】熊本　理沙さん（近畿大
学人権問題研究所）

戸別所得補償モデル対策の加入申請はお済みですか
　農業従事者の減少や高齢化、農業所得の激減など危機的な状
況にある日本の農業を再生し、意欲ある農業者が農業を継続で
きる環境を整え、日本の食料自給率向上を図ることを目的とし
た「戸別所得補償制度」を平成 23 年度から導入することとし
ています。
　平成 22 年度は、この制度の本格実施に向け事業効果や事
業運営を検証するため、2 つの事業を実施します。
　加入申請の受付は、6 月末までとなっています。

自給率向上事業（水田利活用自給力向上事業）
　水田を活用した麦・大豆・新規需要米などを作付けし、
実需者などとの出荷契約などの要件を満たした農業者など
に生産数量目標の達成に関わらず定額単価で直接支払によ
り交付します。

米のモデル事業
　生産数量目標の範囲内で主食用米生産をした販売農家や
集落営農に対し、全国一律で主食用米 10 ａあたり 15,000 円

（定額部分）を交付します。ただし、自家飯米、縁故用米と
して 10 ａは交付対象面積から一律に控除されます。
　さらに、平成 22 年産米の販売価格が標準的な販売価格を
下回った場合にその差額（変動部分）を交付します。

遊休農地等再生・活用事業（緊急雇用対策）
　遊休農地や今後担い手となる人材などの不足から遊休化す
る恐れのある農地などを対象として、荒廃した農地の再生・復
元に努め、生産農地として活用するため、その利用者を募集し
ます。今回募集する農地は、個別に点在している農地であ
るため農家のみが応募することができます。
　利用にあたっては、向こう 10 年間無償で借り受けること
ができます。農地の場所などの詳細は、農林商工課窓口で
閲覧してください。
　現在遊休化し、本事業に提供された農地のある地区は、
北野、紫合、肝川、木津、林田、笹尾、清水、鎌倉、西畑、
柏原です。
　問い合わせは、同課（☎ 766―8709）へ。

　

ぼ
く
に
は
、
小
学
四
年
生
の

お
ね
え
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

　

お
も
し
ろ
く
て
、
や
さ
し
く

て
、
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
あ
そ

ん
で
く
れ
ま
す
。

　

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、
本
を
読

む
の
が
好
き
で
す
。
本
を
読
ん

で
い
る
時
に
じ
ゃ
ま
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
い
つ
も
お
ね
え

ち
ゃ
ん
に
「
つ
い
て
い
っ
て
」

と
た
の
み
ま
す
。
お
ね
え
ち
ゃ

ん
は
、
も
ん
く
を
言
う
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど
、
か
な
ら
ず
つ
い

て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

お
ね
え
ち
ゃ
ん
が
、
し
ゅ
く

は
く
学
し
ゅ
う
で
い
な
か
っ
た

よ
る
、
い
え
の
中
は
、
と
て
も

し
ず
か
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
と

て
も
さ
み
し
か
っ
た
で
す
。

　

お
ね
え
ち
ゃ
ん
が
い
な
い

と
、
さ
み
し
く
て
つ
ま
ら
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
お
ね

え
ち
ゃ
ん
の
大
切
さ
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
で
す
。

神か
み
き木　

颯
は
や
とさ
ん
（
猪
名
川
小
学

校　

二
年
の
時
の
作
品
）

ぼ
く
の
お
ね
え
ち
ゃ
ん

と
、
お
こ
り
ま
す
。

　

ぼ
く
と
お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、

よ
く
ケ
ン
カ
を
し
ま
す
。
ぼ
く

が
、
わ
が
ま
ま
を
言
い
す
ぎ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぼ
く
は
、
こ
わ
が
り
な
の

で
、
よ
る
に
な
る
と
一
人
で
く

ら
い
へ
や
や
、
ト
イ
レ
に
行
く

　平成 21 年 4 月 1 日から同 22 年 3 月 31 日までの、情報公
開制度と個人情報保護制度の運用状況を公表します。この
制度は、町が保有する情報の公開請求権を保証し、町政に
対する理解と信頼を深めていただくことを目的に制定され
たものです。問い合わせは、総務課（☎ 766―8708）へ。

◆情報公開条例に基づく運用状況◆

※個人情報保護条例に基づく運用事例は、ありませんでした。

実施機関
情報の公開 不 服

申 し
立て

請求
件数

処理状況
公開 部分公開 その他 非公開

町　　　長 9 6 3 0 0 0
議　　　会 2 2 0 0 0 0
教育委員会 0 0 0 0 0 0

水道事業管理者 0 0 0 0 0 0
合　　　計 11 8 3 0 0 0

水
道
週
間

６
月
１
日
～
７
日

　

～
水
道
に　

寄
せ
る
信
頼

　

飲
む
安
心
～

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
水
の
大
切
さ

を
一
人
ひ
と
り
が
認
識
し
、

よ
り
安
全
な
水
を
供
給
す
る

た
め
、
水
源
と
な
る
川
や
ダ

ム
の
水
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

上
下
水
道
課
で
は
、
期
間

中
に
次
の
と
お
り
水
道
相
談

窓
口
な
ど
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
利
用
く
だ
さ
い
。

　

水
道
相
談
窓
口
・

　

中
央
監
理
所
の
見
学

▼
と
き　

６
月
３
日
（
木
）・

４
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午

後
５
時

▼
と
こ
ろ　

水
道
庁
舎
１
階

会
議
室
・
中
央
監
理
所

　

問
い
合
わ
せ
は
、同
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
１
６
）
へ
。

　

５
月
31
日
の
世
界
禁
煙

デ
ー
に
始
ま
る
１
週
間
は
、

禁
煙
週
間
で
す
。

　

喫
煙
が
健
康
に
与
え
る
影

響
は
大
き
く
、
受
動
喫
煙
の

危
険
性
や
ニ
コ
チ
ン
の
依
存

性
を
踏
ま
え
る
と
、
喫
煙
習

慣
は
個
人
の
嗜
好
に
と
ど
ま

ら
な
い
健
康
問
題
で
あ
り
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
う

え
で
た
ば
こ
対
策
は
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
週
間
を
機
に
、「
煙

の
な
い
健
康
的
な
社
会
づ
く

り
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
７
６
６
・
１
０
０

禁
煙
週
間

５
月
31
日
～
６
月
６
日

危
険
物
安
全
週
間

６
月
６
日
～
12
日

　

～
危
険
物
事
故
は
瞬
間　

　

無
事
故
は
習
慣
～

施
設
の
定
期
点
検
に
加
え
て
日

常
点
検
を
確
実
に
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
増
加
傾
向
に
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

に
は
、
危
険
要
因
を
把
握
し
、

従
業
員
へ
の
保
安
教
育
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
セ
ル
フ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
に
お
い
て
、
静
電
気
に
よ
る

火
災
や
吹
き
こ
ぼ
れ
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
セ
ル

フ
ス
タ
ン
ド
で
給
油
す
る
と
き

は
、
注
意
事
項
を
守
り
、
従
業

員
の
指
示
に
必
ず
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部

（
☎
７
６
６
・
０
１
１
９
）
へ
。

危
険
物
取
扱
い
の
注
意
事
項

▼
危
険
物
は
種
類
に
よ
っ
て
貯

蔵
で
き
る
容
器
の
材
質
と
数

量
・
容
積
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
、
運
搬

に
ポ
リ
容
器
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
危
険
物
事
故
の
多
く
は
管
理

不
十
分
が
原
因
で
す
。
危
険
物

危
険
物
施
設
で
の
注
意
事
項

　

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の

　

注
意
事
項

０
）
へ
。

＜３＞ 広　報　い　な　が　わ平成２２年（2010年）６月１日


